
 

 

 

 

 

 

 

 
�

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

はじめに 

 
森林は、林産物の供給のみならず、水源のかん養や土砂

災害の防止、多様な生物の保全、地球温暖化の防止等、豊

かで安全な生活を営んでいく上で必要不可欠な機能を有し

ており、対馬市の森林を市民共有の財産として、健全な姿

で次の世代に引き継いでいく必要があります。 

一方で、戦後植林された人工林資源が利用期を迎えてお

り、「伐って、使って、植えて、育てる」というサイクルの

持続可能な林業経営を実践し、森林の持つ公益的機能の維

持を増進させていく必要もあります。 

さらに、持続可能な林業経営について、伐採から再造林、その後の保育作業を

行う体制の構築・強化を一層推進していく必要もあります。 

 

対馬市では、学識経験者や林業関係団体等で構成する「対馬市森林づくり委員

会」において定めた「対馬市伐採ガイドライン」に基づき、森林伐採や森林作業

道開設等の施業を適切に行うよう、関係団体等に周知してきたところです。 

しかしながら、近年の記録的な豪雨による災害が全国各地で頻発していること

から、林地残材や森林作業道等の崩壊による土砂の流出を未然に防止するため、

森林施業のあり方を見直すとともに、再造林等による確実な更新について進めて

いく必要があります。 

 

このことから、伐採・搬出・再造林に関して、「対馬市森林づくり委員会」のご

意見やご提言をもとに、林業事業体等が遵守する規範となるよう、「対馬市森林施

業ガイドライン」として策定しました。 

対馬市の森林に関わる方々におかれましては、森林施業上の災害防止を図ると

ともに、伐採・搬出・再造林の一体的かつ計画的な実施をお願いします。 

また、森林の施業を行う際や施業の契約を結ばれる際に、このガイドラインを

ご活用いただきますよう併せてお願いします。 

 

令和６年３月      

対馬市長 比田勝 尚喜 
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 １  ガイドラインの運用にあたって 

（１）目的 

対馬市の森林は、昭和 30～40 年代に植えられたものがほとんどであり、人工林を中心

に、伐期を迎える森林が森林全体の約７割を超えています。 

 
そのため、森林施業としての伐採も間伐から皆伐中心に移行する可能性があり、大規

模伐採による森林の公益的機能の低下が懸念されます。 

 
特に、対馬では山から海までの距離が短く、伐採による森林環境の変化が、河川の水

質を悪化させ、そのことが魚貝類の減少など海の環境変化へと直結することが考えられ

ます。採介藻漁業を始めとする水産業への影響を緩和するような森林づくりが求められ

ます。 

 
また、対馬の森林は、ツシマヤマネコ等、対馬にしか見られない希少な生態系の生息

環境として、私たちの生活の基盤、日々の生活に潤いをもたらすものとして重要なもの

です。 

 
これらのことから、対馬市の森林環境の保全、労働安全、計画的な森林管理を目的と

して、森林施業（特に伐採、搬出、更新）に関するガイドラインを策定します。 
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■人工林の齢級※別面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■天然林の齢級別面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※齢級：森林の年齢を 5年単位で区分したもの。1齢級は 1～5年生、2齢級は 6～10 年生に該当する。 
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（ha） 人工林の総面積 （19,780ha）

出典：令和3年度長崎県の森林・林業統計（令和5年3月刊行）
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（ha） 天然林の総面積 （37,086ha）

出典：令和3年度長崎県の森林・林業統計（令和5年3月刊行）
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（２）適用範囲 

 

①対馬市のゾーニング 

 

■保全・管理ゾーン■ 

対馬市の森林の中には、学術的価値、景観形成要素、公益的機能の保持など、さま

ざまな理由から保全・管理に関する法的規制がかけられている地域が存在します。こ

れらの地域については、それぞれの指定理由に基づいた保全・管理が行われることが

前提となっています。 
そこで、本ガイドラインでは、これらの法令等にて規制されている地域を保全・管

理ゾーンとして位置づけ、それぞれの指定に沿った取り扱いを行うこととします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■整備・活用ゾーン■ 

対馬市の森林のうち、保全・管理ゾーンを除く、全ての地域とします。 

－保全・管理ゾーン－ 

・ 特定植物群落  

・環境省 自然環境保全基礎調査（第 2、3、5回）での指定群落 

・ 国・県・市指定天然記念物  

・文化財保護法による指定 

・ 特別保護区域  

・鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律（鳥獣保護法）による指定 

・ 特別保護地区、特別地域、普通地域  

・自然公園法による指定 

・ 保安林  

・森林法による指定 

・ 自然環境保全地域  

・自然環境保全法及び都道府県条例による指定 



 

 

対馬市森林施業ガイドライン 

4 

 
■対馬市のゾーニング図 
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②ガイドラインの適用範囲 

本ガイドラインの適用範囲は、整備・活用ゾーン全域とします。 
 

（３）運用期間 

本ガイドラインの運用期間は、設けないこととします。 
ただし、社会的動向の変化、新たな知見の蓄積などにより問題が生じた場合には、

随時、見直しを行うこととします。 
 

 

－参考（ゾーニング作成のための資料出典）－ 

・ 人工林・天然林分布位置 

・環境省 第 6 回・第 7回自然環境保全基礎調査 植生調査情報ホームペー
ジより再編集 

・ 保安林指定位置 

・国土交通省 国土数値情報 森林地域データ（H27） 

・ 自然公園指定状況 

・国土交通省 国土数値情報 自然公園地域データ（H27） 

・ 文化財（天然記念物）指定位置 

・対馬市ホームページ 

・ 鳥獣保護区指定位置 

・国土交通省 国土数値情報 鳥獣保護区データ（H27） 

・ 特定植物群落位置 

・環境省 第 2 回・第 3回・第 5 回自然環境保全基礎調査 特定植物群落調
査情報ホームページ 

・ 自然環境保全地域 

・国土交通省 国土数値情報 自然保全地域データ（H27） 
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（４）用語解説 

本ガイドラインを活用するにあたって、使用する用語の共通認識を持つ必要があり

ます。ガイドラインで使用する用語の解説を示します。 
 

 

 

・ 人工林 

植栽または播種によって更新した森林を

いう。更新後の手入れの有無は問わないが間

伐等の保育を必要とするのが普通である。不

成績造林地となり、天然更新木が多く混ざっ

ているものは天然生林に含む。 

 

・ 間伐 

森林が閉鎖してから主伐までの間に成長

により混みあってきた森林を健全な状態に

導くため、または経営上中間収入を得るため

に立木の一部を抜き伐りなどにより除くこ

と。 

 

・ 皆伐 

一定面積の立木の全部、または大部分を一

度に伐採すること。 

 

・ 天然林 

台風や火災などの自然攪乱によって天然

更新し、極相までのあらゆる遷移段階（発達

段階）を含む森林をいう。天然林に多少の人

為が加わったものも、天然要素の強い森林は

天然林として扱われる。伐採跡に成立した天

然生林も時間がたってその痕跡が小さくな

ったもの（成熟段階の後半から老齢段階）は

天然林と呼ぶ。 

 

 

 

 

 

 

・ 主伐 

木材として利用できる時期にきた木を伐

る（伐採する）こと。主伐には、一度に全部

を伐る「皆伐」と、何回かに分けて伐る「漸

伐」がある。なお、一般的に択伐と呼ばれる

もので、樹下植栽、更新補助作業を伴うもの

は、主伐となる。 

 

・ 択伐 

林分の形態を大きく変えることなく、計画

的に上層の成熟林を繰り返し抜き伐りし、残

存する林木の成長を促したり、形質向上を図

る施業。 

 

・ 森林作業道 

間伐をはじめとする森林整備、木材の集材・

搬出のため継続的に用いられる道。堅固な土構

造によることを基本とし、構造物は地形・地質、

土質などの条件からやむを得ない場合に限り

設置する。 

 

・ 天然更新 

森林の伐採後、前生稚樹や自然に落下した種

子等から樹木を定着させることで、森林の再生

（更新）を図る方法。 

 

・ スイッチバック 

車両が前後進により斜面を上がる方法で、必

要な曲線半径が確保できないような斜面で折

り返しが必要となった場合に検討する。 
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・ 波形勾配 

路面の横断勾配を水平にした上で、縦断勾

配を一定にせずに緩やかな波状にする。 

 

・ 雨裂 

雨水の流れなどによって斜面に生じる幅の

狭い線状の崩壊地で、斜面の最大傾斜の方向

に崩壊した土砂を押し出したもの。 

 

・ 流れ盤 

岩盤の露頭で、地層の傾斜が地形の傾斜に

対して、同一方向（流れ目）に傾斜している

ことをいう。地すべりの機構を解析する調査、

土木工事では、特に切土、また法面形成工事

を行う際には注意すべき地質条件。 

 

・ プロセッサ 

林道や土場などで、枝葉が付いたまま集材さ

れた丸太の枝払い、寸法の自動計測、玉切りを

連続して行う林業機械。 

 

・ ハーベスタ 

立木の伐倒、枝払い、玉切りの各作業と玉切

りした材の集積作業を一貫して行うことので

きる林業機械。 

 

・ 架線集材 

空中にワイヤーロープを張ってロープウェ

イのようなシステムを簡易的に作り、伐採した

木を吊るして木材を運び出し、一箇所に集めて

搬出する技術。 

・ 上げ荷集材 

ウインチによる集材を谷側から山側へ牽引

すること。 

 

・ フォワーダ 

作業道や林内での丸太の運搬に使われる集

材用の車両。造材された木材をグラップルで荷

台に積んで運ぶ。 

 

・ 地拵え 

苗木を植え付けするため、散乱した伐採木の

枝葉や残木を取り除いて整地する作業。 

 

・ 下刈り 

苗木の高さが周囲の雑草よりも低い間に、苗

木の生長を妨げる雑草木を除去する作業。 

 

・ 河川の構成次数（Strahler の方法） 

河川の支流の数に基づいて決定する指数。河

川のタイプの特定と分類を行うために用いら

れ、支流のない河川は 1 次河川、支流のない河

川同士（1 次河川）が合流すると 2 次河川のよ

うに、同じ次数を持つ河川が合流すると次数が

1 つ増加するように設定される。ただし、異な

る次数を持つ 2 つの河川が合流しても次数は

変化せず、例えば 1 次河川と 2 次河川が合流

した場合には、その下流側の河川は 2 次河川と

なり、合流前の最大次数が保持されることとな

る。 
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２  ガイドライン 

（１）伐採及び造林計画 

 

①事前手続き 

 
○森林を主伐（皆伐・択伐）または間伐する際には、伐採をする 90 日前から 30 日前

までに「伐採及び伐採後の造林の届出書」を対馬市に提出する必要があります。森

林所有者が自ら伐採する場合は森林所有者が、素材生産事業者などが森林所有者か

ら立木を買い受けて伐採するときは、森林所有者と買受人の連名で提出して下さい。 
 
【提出先】 
（厳原町・美津島町） 農林水産部 農林しいたけ課 
（豊 玉 町 ・ 峰 町） 中対馬振興部 地域振興課 
（上 県 町） 上県行政サービスセンター 
（上 対 馬 町） 上対馬振興部 地域振興課 
 

 ※森林経営計画対象森林で、森林法第１５条の規定による「森林経営計画に係る森林

の伐採等の届出」を提出する場合は、「伐採及び伐採後の造林の届出書」を提出する

必要はありません。 
 
○伐採する場所が森林法第２５条に規定される『保安林』である場合は、「伐採及び

伐採後の造林の届出書」とは別の手続きを行う必要があります。間伐する場合は「保

安林内間伐届出書」を対馬市に、主伐（皆伐・択伐）する場合は「保安林内立木伐

採許可申請書」を長崎県に提出する必要があります。なお、「保安林内立木伐採許

可申請書」を提出する場合にあっては、２月１日・６月１日・９月１日・12 月１

日から 30 日以内（年４回）と、提出する時期が定められていますのでご注意くだ

さい。また、保安林内に木材搬出のための森林作業道を開設する場合は、別途「保

安林内作業許可申請書」を長崎県に提出する必要があります。 
 
○届出書・許可申請書を提出する際には、自然公園法・文化財保護法等、その他規制

に抵触しないことの確認、対馬市森林整備計画との整合確認を行います。また、素

材生産事業者・森林所有者との契約内容を確認し、作業完了後の責任（森林巡視・

更新・保育等）を把握します。 
 
 注）森林経営計画対象森林 

 森林経営計画対象森林である場合は、「伐採及び伐採後の造林の届け出」をする必要がなく、別途「森林経営計画
に係る伐採等の届け出」を伐採後 30 日以内に提出する必要があります。この場合には、森林経営の 5 箇年計画を樹
立する際に上記と同様の確認を行うこととなります。 

●地域森林計画対象民有林を伐採するときには「伐採及び伐採後の造林の届出書」を、

保安林を間伐する時には「保安林内間伐届出書」を、保安林を主伐する時には「保

安林内立木伐採許可申請書」を提出しましょう。 
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○作業実施前には必ず境界（土地境界・林分境界）確認を実施します。特に土地境界

線上に存在している立木については、どちらの森林所有者に所有権があるかを明確

にした上で作業を実施して下さい。 
 
○作業を実施すること（森林作業道等を設置する、木材搬出のために既設を含む道路

を使用するなど）に対する隣接森林所有者との合意、近隣住民と合意の有無の確認

を行います。 
 
○対象地域内に生育・生息する可能性の高い配慮すべき動植物に関する情報を確認し

ます。現地で実際に確認した場合には、その対応方法について関係部署と協議を行

います。（対馬市の希少な動植物リスト（P22～P23 参照）、分布情報データベース、

対応方針パンフレット等の提示） 
 
○希少な植物（対馬市の希少な動植物リスト）を確認した場合は、伐採する列をずら

す、伐倒方向を変えるなどして、その生息・生育に配慮した施業を行います。ただ

し、面的に広く生息・生育している場合はこの限りではありません。 
 
 
②皆伐面積の設定 
 

 
○１箇所当たりの伐採面積は、経済性のみならず、自然環境や防災面も考慮して計画

する必要があります。 
法令的に伐採面積の制限がない森林や、制限があっても申請を行えば、比較的広

域での伐採可能な水源涵養保安林等の森林においても、本市の河川の流域特性の解

析結果より、出来うる限り面積を小さくすることが望ましいと考えられます。特に

傾斜がきつく土砂流出の可能性の高い地域・伐採の影響が海へ直接及ぶ地域（１次

河川流域・２次河川流域）については、極力、伐採面積が小面積となるよう努めて

下さい。具体的には１～２次河川流域：１ha、３～４次河川流域：５ha を皆伐許

容限度面積の目安として下さい。これを超える面積の伐採を行う場合は、人工造林

による確実な更新を図るようにして下さい。（P24～P27 参照） 
基本的には尾根筋（隈）・沢筋で伐区を区切り、１伐区で２つの尾根・２つの沢

を跨がないように計画して下さい。２つ以上の尾根、２つ以上の沢を跨ぐような伐

採を計画する際は、尾根筋または沢筋に緩衝帯・保護樹帯を設置して、伐区を分割

して、伐採を空間的・時間的に分散させることを検討して下さい。 
 
○大規模皆伐の影響を軽減するため、伐区に隣接する場所については幅 10～15m 程

度の広葉樹林の保護樹帯を残します。なお、隣接する各伐区を横断するための森林

作業道等については除外します。 

●１箇所当たりの皆伐面積は、海までの距離を考慮して設定しましょう。 
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○尾根筋（隈

く ま

）の森林には、防風効果を高め、生物の移動経路を確保する上で重要な

役割があります。緩衝帯の設置方法は、風の条件や地形、尾根筋（隈
く ま

）に分布する

森林の状況等により判断するものとし、現地での状況を踏まえて尾根筋（隈
く ま

）を跨

ぐように幅 10～15m の広葉樹林を目安に緩衝帯として残すよう、努めて下さい。 
 

○尾根筋（隈
く ま

）にある針葉樹人工林は、将来的には広葉樹林に誘導する方向での施業

を推進していきます。針葉樹人工林が天然更新する可能性は低いため、皆伐後、人

工植栽（＋防鹿ネット）により広葉樹林への転換を図ります。 

 

○対馬市では尾根筋（隈
く ま

）に土地境界がある場合が多くあります。森林の緩衝帯とし

ての働きを確保するためには、双方の意志を共有する必要があります。そのため、

事前に隣接森林所有者と協議して作業を行うようにして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●尾根筋（隈
くま

）には、風の条件や地形等の状況により必要に併せ、幅 10～15ｍ程度の

帯状の緩衝帯（広葉樹林）を残すようにしましょう。 
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○渓畔林は、森林の伐採や洪水で発生した土砂が河川に流れ込むのを防ぐとともに、

生物の生息環境としても重要な森林です。渓畔林では幅約 10m 程度の広葉樹林を

緩衝帯として残すよう、努めて下さい。なお、隣接する各伐区を横断するための森

林作業道等については除外します。 

 

○渓畔林の緩衝帯（森林）に位置する針葉樹人工林は、将来的には広葉樹林に誘導す

る方向での施業を推進していきます。針葉樹人工林が天然更新する可能性は低いた

め、皆伐後、人工植栽（＋防鹿ネット）により広葉樹林への転換を図ります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●渓畔林では、幅 10ｍ程度の帯状の緩衝帯（広葉樹林）を残すようにしましょう。 



 

 

対馬市森林施業ガイドライン 

12 

 

○海岸林は、津波、高潮、波浪などの被害から海岸を防護するとともに、陸域から海

域への移行帯として、土砂や造材時に発生する枝条・林地残材が海へ流出するのを

軽減させるなどの重要な役割を担っています。海岸林を伐採すると、その過酷な環

境（潮害・風害等）から森林としての再生が難しくなります。また近年、『磯焼け』

による藻場の消失が問題となっていますので、魚つき林としての機能を発揮させる

上でも、海岸林では幅 15～25m の広葉樹林を緩衝帯として残すよう、努めて下さ

い。 
 

○海岸林の緩衝帯（森林）に位置する針葉樹人工林は主にクロマツで、潮害・風害等

から背後に位置する森林を保護しています。松くい虫防除目的でない限りは伐採せ

ず、可能な限り保護するようにしましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●海岸林では、幅 15～25ｍ程度の帯状の緩衝帯（広葉樹林）を残すようにしましょう。
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○民家・耕作地等の直上で作業を行う際には、土砂流出や転石・伐倒木などの落下防

止に注意を払う必要があります。バッファーゾーンとしての機能もあるため、倒木

の危険性がある等の理由以外は、現地の状況に応じて一定の範囲を森林として残す

ように努めて下さい。また、水源地の上流にあたる場所では、濁り水を発生させな

いようにして下さい。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■皆伐区の設置イメージ 

●民家、耕作地等の隣接地で作業を行う場合には、土砂崩壊・流出や水系に配慮した

施業を心掛けましょう。 
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（２）路網・土場開設 

 

①路網・土場計画 

 
○森林作業道を開設する際は、予め現地踏査を実施します。切土量・盛土量が少なく、

勾配が緩やかとなるような、現状の集水区域を変更しないルートを選定します。場

合によっては、計画地周辺の森林所有者に対しても施業を働きかけて集約化に取り

組み、線形が極力スイッチバックや急勾配とならないように努めて下さい。また、

土砂の河川・海への流出を防ぐため、谷部を横断する箇所ができるだけ少なくなる

ように開設して下さい。 

 
○現地の地形・地質などの自然条件や集材方法を考慮して、幅員や路網密度などを検

討する必要があります。労働安全上、下げ荷集材が極力少なくなるような線形を検

討して下さい。また、路網密度について、グラップル等の木材を掴む機械のみによ

る集材作業を前提として、アームが届く範囲で森林作業道を開設することは避けて

下さい。30m～50m 程度のウインチ集材範囲を考慮した線形として過密とならない

ようにするとともに、皆伐の場合は一貫作業を基本として、再造林作業の妨げとな

らないように配慮して下さい。 

 
○路肩部分の保護、車両の転落に対する走行上の安心感を与える効果もあるため、開

設の支障とならない道沿いの立木は積極的に残すよう検討して下さい。 

 
○公道に接続する場合は、道路管理者に対して接続協議して下さい。 

 
○集積土場は安定した平場に設置し、積み替え車両が余裕を持って旋回できるよう、

十分な広さを確保して下さい。 

 
○皆伐時に開設する森林作業道について、今後の管理道として活用する計画がない場

合、施業後に地表かき起こしをして植生が定着しやすい状況を整えます。 

 
○開設した森林作業道について、森林所有者や施業実施者が次期施業まで立ち入るこ

とがない場合は、ロープ等で出入口を封鎖して第三者の立入りを防止するとともに、

公道に土砂流出することがないよう、出入口付近を素掘りするなどして縁切りして

下さい。 

●切土・盛土が極力少なくなるように、森林作業道・集積土場の配置や施工に留意し

て、必要最小限の開設に留めるようにしましょう。 
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②構造 

 
○切土・盛土の土工量の均衡と最小化（半切半盛）を図るとともに、切り取り法高は

1.5m 以内を目安にします。切土法面勾配は土砂の場合は６分、岩石の場合は３分

を標準として下さい。やむを得ず急傾斜地（岩盤）に開設する場合は、所定の盛土

勾配を確保できないので、全切全盛を基本として安定した地盤の上を通行するよう

にして下さい。無理に盛土すると、通行の危険性が増すとともに、自然災害により

崩落して土砂流出の原因となります。特に、伐採した木を立木の根元に横掛けして

盛土する行為は、伐採した木の腐朽とともに面的な崩落に繋がり、１回の森林整備

でしか使用できない道となりますので、そのような施工はしないようにして下さい。 

 
○波形勾配による分散排水を基本とし、開設前と開設後の集水区域を変えないように

配慮します。横断排水溝を適正間隔で設置し、縦断勾配に雨裂が走らないようにし

ます。排水先は安定した尾根部や常水のある沢にするなどして、路面に集まる雨水

を安全・適切に処理するように検討して下さい。また、現地の状況に応じて、横断

暗渠やふとん籠（蛇籠）の設置も検討して下さい。 

●森林作業道は「長崎県森林作業道作設指針」（平成 23 年４月 28 日付け 23 森整第 82

号長崎県森林整備室長通知：令和３年９月 10 日改正）に則り、縦断勾配、排水計画、

切土・盛土方法、曲線部の拡幅の確保などに留意して開設しましょう。 
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（３）伐木造材・集運材 

 

①伐木造材 

 
○林業において、作業の機械化が進んで来たとは言え、伐採作業においてはチェーン

ソーを使用します。労働災害を未然に防ぐため、『労働安全衛生規則』・『チェーン

ソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン（厚生労働省）』を遵守し、必

ず防護ズボン（チャップスも可）・防振手袋・ヘルメット等を着用して下さい。防

護ズボン（チャップス）を切断した場合は、必ず新しいものを着用するようにして

下さい。チェーンソーを使用しないとき、チェーンソーを持って移動するときには、

必ずチェーンブレーキにロックを掛けて下さい。 

 
○林業機械には木材の重さに振られないように、カウンターウエイトを付けています。

建設業で使用する機械よりも重く、地盤に伝わる荷重も大きくなります。土砂流出

（崩壊）が発生しやすい流れ盤上には、林業機械を据え付けて作業をしないように

して下さい。特に、高性能林業機械のアタッチメントは重量（ヘッド）もあります。

特に、プロセッサやハーベスタなどで造材する際は、遠心力などでバランスを崩さ

ないよう、安定した地盤で作業をするようにして下さい。 
 

○対馬市ではニホンジカの食害により、下層植生は衰退して表土が薄くなっています。

１度伐採すると更新も難しい状況ですので、稚樹等は積極的に残すようにして下さ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●伐採作業は防護ズボン・防振手袋・ヘルメット等を着用して行いましょう。 

●造材作業は安定した地盤で行いましょう。 

●不必要な伐採は控え、更新のために稚樹等は積極的に残しましょう。 
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○伐木造材時に発生する枝条や残材（タンコロ）等を現場に残す場合、置き方次第で

はこれらが大雨・台風時に河川や海に流出するおそれがあります。場合によっては

河川や水路を閉塞させて、災害を誘発することにも繋がります。残材については、

流出しやすい大きさ（長さ）に造材しないようにするとともに、林外へ搬出して積

極的に有効活用するようにして下さい。林外へ搬出しない場合は、森林作業道上な

どの安定した場所に置くようにして下さい。また、枝条については、谷・沢から遠

ざけて集積するようにして下さい。 
 

○土砂流出のおそれのある箇所については、必要に応じて支障木などを利用して流出

防止対策を講じて下さい。 

●伐木造材時に発生する枝条や残材（タンコロ）等は、災害を誘発することがないよ

うに適正に整理しましょう。 
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②集運材 

 

○高性能林業機械を利用するためには、森林作業道や作業スペースが必要となります。

集材のための過度な路網密度は、森林伐採による周辺環境の攪乱に繋がります。土

壌、傾斜条件に合わせて最小限の森林作業道・スペースで適宜集運可能な架線集材

も検討します。 

 

○架線集材・地引集材する場合、牽引する過程で集材している原木が跳ねるおそれが

ありますので、影響範囲には立ち入らないようにして下さい。 

 
○フォワーダを使用する場合は、森林作業道を損傷するので急発進・急旋回しないよ

うに心掛けて下さい。カーブやスイッチバックの箇所は、転倒や転落の危険性があ

りますので十分に減速するようにして下さい。 

 

○フォワーダ運材にしても、トラック運材にしても、繰り返しの通行により森林作業

道に轍が発生します。轍が徐々に深くなると通行の支障になるとともに、水道
みずみち

を変

えることになりますので、適宜整地するようにして下さい。 
 
○過度な積載量は通行の危険性が増すとともに、道路を傷める原因にもなります。森

林作業道であれ、公道であれ、運搬車両ごとに決められた積載量を遵守するように

して下さい。 
 

 

 

●集材方法は高性能林業機械や架線集材など、現地の条件に応じて、環境負荷のかか

らない方法を適宜使い分けしましょう。 

●労働安全上、上げ荷集材を基本として下さい。 

●フォワーダを使用する場合は、急発進・急旋回しないように心掛けて下さい。 
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（４）再造林・天然更新 

 

① 再造林 

 

 

○皆伐後、森林経営が成り立つ場所には、スギ・ヒノキの再造林を計画して下さい。

森林経営が成り立たない場所であっても、スギ・ヒノキの人工林だった場所での天

然更新は難しいため、コナラやクヌギなどのしいたけ原木を植栽して、広葉樹林へ

誘導するようにして下さい。一貫作業システムを導入することで、伐採後タイムラ

グなく再造林するとともに、再造林経費の低コスト化に繋がります。 
 
○台風や大雨時に木材が海へ流出することを防ぐため、伐採した木材は林外へ搬出し

て、木材を有効利用して下さい。また、可能であれば、林地に残る枝条は細かく砕

いて森林に還元するようにして下さい。海ごみを減らすだけでなく、地拵え作業の

負担軽減にも繋がります。 
 
○運搬車両等が通行する場所以外は、切り株は処理せず残置するようにして下さい。

切り株の根の緊縛力により、植栽木が大きくなり成林するまでの間、土砂流出・土

砂崩壊などの災害を防ぐ（軽減する）効果があります。 
 
○スギ・ヒノキを植栽する場合、苗木は花粉症対策のものを植栽するようにして下さ

い。その他、広葉樹等を植栽する場合は、郷土種子から生産した苗木もしくは対馬

市に自生している樹種の苗木を植栽するようにして下さい。 
 
○植栽木をニホンジカの食害から護るため、必ず防鹿ネットや単木保護資材により保

護するようにして下さい。特に、土砂が溜まる場所や水が流れる場所では、防鹿ネ

ットが被災しやすいため、部分的にワイヤーメッシュ等の強固な構造に置き換える

など現地で工夫して施工して下さい。 
 
○防鹿ネット施工後に、ニホンジカがネットに引っかかり破損することがあります。

下刈り作業が必要なくなるまで、定期的な見回り・点検作業を実施して下さい。 

 
 
 
 
 

●森林経営が成り立つ場所にはスギ・ヒノキを再造林しましょう。 

●ニホンジカの食害から植栽木を護るため、防鹿施設を設置しましょう。 
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②天然更新 

 

 

○萌芽更新する場合は、伐採段階での高伐りは避け、可能な限り地際から伐採するよ

うにして下さい。発生した枝条は根株周辺に集積して、ニホンジカの食害を受けに

くい環境を整えて下さい。 

 
○萌芽枝や定着した稚樹をニホンジカの食害から護るため、必ず防鹿ネットにより保

護するようにして下さい。萌芽枝については、ニホンジカからの食害を受けると次

第に萌芽力が弱まってきます。伐採木の樹種や大きさにもよりますが、およそ２年

間、萌芽する度に食害を受け続けると萌芽更新は期待できなくなります。防鹿ネッ

トの施工は、出来るだけ伐採から間を置かず実施するようにして下さい。 

 
○更新の進み具合を定期的に確認し、必要に応じて更新補助作業（芽かき・かき起こ

し等）を実施して下さい。 

●ニホンジカの食害から萌芽枝等を護るため、防鹿ネットを設置しましょう。 

●次世代のためにしいたけ原木を残しましょう。 
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３  参考資料 

（１）相談窓口 

相談窓口 電話番号 

対馬市農林しいたけ課 0920－53－6111 

中対馬振興部地域振興課 0920－58－1111 

上県行政サービスセンター 0920－84－2311 

上対馬振興部地域振興課 0920－86－3111 
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（２）対馬市の希少な動植物リスト 

１）希少種、絶滅危惧種の分類（根拠資料） 

区分 希少種（指定する法令） 絶滅危惧種 

国際 国際希少野生動植物種（ワシントン条約） IUCN（国際自然保護連合）の 

レッドリスト 

国内 国内希少野生動植物種（種の保存法） 環境省のレッドリスト 

県内 希少野生動植物種 

（長崎県未来につながる環境を守り育て

る条例） 

長崎県のレッドリスト 

 

２）国内希少野生動植物種 

 

対馬市でみられる種のみ抜粋して示します。なお、＊は対馬の固有種です。 

区分 国内希少野生動植物種 
レッドリスト 

環境省 長崎県 

哺乳類 ツシマヤマネコ（ネコ科） 絶滅危惧ⅠA類 絶滅危惧ⅠA類 

鳥類 コウノトリ（コウノトリ科） 絶滅危惧ⅠA類 － 

 クロツラヘラサギ（トキ科） 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧ⅠB類 

 オジロワシ（タカ科） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠB類 

 オオワシ（タカ科） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠB類 

 ハヤブサ（ハヤブサ科） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 

 シマアオジ（ホオジロ科） 絶滅危惧ⅠA類 絶滅危惧ⅠA類 

 ヤイロチョウ（ヤイロチョウ科） 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧ⅠA類 

両生類 カスミサンショウウオ（サンショウウオ科） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧Ⅱ類 

昆虫類 

 

ツシマウラボシシジミ（シジミチョウ科）＊ 絶滅危惧ⅠA類 絶滅危惧ⅠA類 

ゲンゴロウ（ゲンゴロウ科） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠA類 

植物 ハナナズナ（アブラナ科） 絶滅危惧ⅠA類 絶滅危惧ⅠA類 

 ムラサキカラマツ（キンポウゲ科） 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧ⅠB類 

 ツシマヒョウタンボク（スイカズラ科） 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧ⅠA類 

 ツシマノダケ（セリ科） 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧ⅠA類 

 ウスギワニグチソウ（キジカクシ科） 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧ⅠB類 

 ツシマアカショウマ（ユキノシタ科）＊ － 絶滅危惧ⅠA類 
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３）長崎県希少野生動植物種 

 

対馬市でみられる種のみ抜粋して示します。なお、＊は対馬の固有種です。 

区分 長崎県希少野生動植物種 
レッドリスト 

環境省 長崎県 

両生類 ツシマサンショウウオ（サンショウウオ科）＊ 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類 

甲殻類・剣尾類 カブトガニ（カブトガニ科） 絶滅危惧Ⅰ類 絶滅危惧ⅠB類 

昆虫類 タイワンモンシロチョウ（シロチョウ科） 絶滅危惧ⅠA類 絶滅危惧ⅠB類 

 オオウラギンヒョウモン（タテハチョウ科） 絶滅危惧ⅠA類 絶滅危惧ⅠB類 

 シオアメンボ（アメンボ科） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠA類 

 ヨドシロヘリハンミョウ（ハンミョウ科） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠA類 

 ルイスハンミョウ（ハンミョウ科） 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧ⅠA類 

 カワラハンミョウ（ハンミョウ科） 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧ⅠA類 

 オサムシモドキ（オサムシ科） － 絶滅危惧ⅠA類 

 ゲンゴロウ（ゲンゴロウ科） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠA類 

植物 オオミズトンボ（ラン科） － 絶滅危惧ⅠA類 

 カンラン（ラン科） 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧ⅠB類 

 キリシマエビネ（ラン科） 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧ⅠA類 

 ヤクシマアカシュスラン（ラン科） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠA類 

 カゴメラン（ラン科） － 絶滅危惧ⅠA類 

 ウチョウラン（ラン科） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠB類 

 サギソウ（ラン科） 準絶滅危惧 絶滅危惧ⅠB類 

 カシノキラン（ラン科） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠA類 

 ガンゼキラン（ラン科） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠA類 

 キバナノセッコク（ラン科） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠA類 

 コラン（ラン科） 絶滅危惧ⅠA類 － 

 スルガラン（ラン科） 絶滅危惧ⅠA類 絶滅危惧ⅠA類 

 ツレサギソウ（ラン科） － 絶滅危惧ⅠA類 

 ナゴラン（ラン科） 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧ⅠA類 

 ナガバサンショウソウ（イラクサ科） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠA類 

 ウスバサイシン（ウマノスズクサ科） － 絶滅危惧ⅠB類 

 タイリンアオイ（ウマノスズクサ科） － 絶滅危惧ⅠB類 

 シマトウヒレン（キク科）＊ 絶滅危惧ⅠA類 絶滅危惧ⅠA類 

 オオミヤマカラマツ（キンポウゲ科） － 絶滅危惧ⅠB類 

 ゲンカイイワレンゲ（ベンケイソウ科） 絶滅危惧Ⅱ類 絶滅危惧ⅠB類 

 チョウセンニワフジ（マメ科） 絶滅危惧ⅠA類 絶滅危惧ⅠB類 

貝類・魚類は省略 
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（３）対馬市の水文解析 

 

１）解析方法等 

森林伐採面積の基準値を検討するための基礎資料を得ることを目的に解析を行いま

した。濁水の発生抑制、防災面の安全性を考慮した検討を行うには、本市の地形と、

これに付随した水の流れの特性を把握する必要があります。そこで、本市の流域区分、

河川の構成次数を、地形図を用いて空間解析を行いました。 
 

 

  ●使用した地形データ 

     国土交通省 国土地理院 基盤地図情報 10m メッシュ標高データ 

 

  ●解析に使用したツール 

・Quantum GIS（1.70） 

・GRASS GIS（6.4.1） 

 

 

２）河川の構成次数 

解析により抽出した本市の流域総数は、1,120 流域あります。そのうち支川を持たず、

直接海に流入する１次河川が 758 流域と最も多く、全体の約７割を占めます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■河川の構成次数による度数分布 
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■水文分析 

凡　例

１次河川流域

２次河川流域

３次河川流域

４次河川流域

５次河川流域

６次河川流域
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河川流路

0 10km51 2
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３）河川の流域面積状況 

対馬市の河川で、最も流域数の多い１次河川の流域面積規模と、全ての河川の流域

面積規模を整理したものを以下に示します。 
これによると、１次河川では、流域面積４ha 以上６ha 未満の流域が最も多く、約３

割を占めます。10ha 未満では、該当流域は 525ha におよび、１次河川の７割が含まれ

ます。 
全ての河川流域でみても、流域面積規模が、４ha 以上６ha 未満で、突出した多さが

認められます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■河川の構成次数毎の流域面積度数分布（１次） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■河川の流域面積度数分布（総流域） 
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４）総括 

対馬は島であるうえ、複雑に入りくんだ、リアス式の地形であることから、河川流

路は短く、支川を持たずに、直接海に流入するタイプの流域が多く存在します。これ

らの流域では、森林の伐採により濁水や枝条等が谷部に流れ込んでも、流路の長い河

川のように、沈降や自浄による作用は期待できません。そのため、沿岸域での個別流

域全体を伐採する行為は避ける必要があります。 
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（４）長崎県森林作業道作設指針 
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（５）委員会の開催状況（更新の経緯） 

 開 催 月 日 開 催 場 所 備 考 

第１回委員会 令和５年７月２４日（月） 
対馬市交流センター３階 

第１～３会議室 
 

第２回委員会 令和５年１０月１６日（月） 市役所別館大会議室  

第３回委員会 令和５年１２月４日（月） 
対馬市交流センター３階 

第１～３会議室 
 

第４回委員会 令和６年１月２５日（木） 市役所別館大会議室  
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（６）対馬市森林
も り

づくり委員会名簿 

番号 区分 団体名・役職名等 氏　　名

1 学識経験者
鹿児島大学 学術研究院 農水産獣医学域 農学系
（農学部 森林政策学研究室） 助教 奥山

オクヤマ

　洋一郎
ヨウイ チロウ

2 対馬森林組合　筆頭理事 大石
オオイ シ

　辰
タツ

慶
ヨシ

3 林業普及指導協力員 神宮
シングウ

　祐司
ユ ウ ジ

4
林野庁 九州森林管理局 長崎森林管理署 厳原森林事務所
首席森林官 深田

フ カ ダ

　成人
ナ ル ト

5 長崎県 対馬振興局 農林水産部 林業課 林政班　係長 小田
オ ダ

　芳照
ヨシテル

6 長崎県 対馬振興局 農林水産部 林業課 普及班　係長 堀口
ホリグチ

　竜男
タ ツ オ

7 対馬森林組合　参事 ○上原
ウエハラ

　正
マサヤス

康

8 （公社）長崎県林業公社 対馬事務所　所長 ◎梅野
ウ メ ノ

　純弘
スミ ヒロ

9 内山林業合同会社　代表社員 内山
ウチヤマ

　喜代太
キ ヨ タ

10
対馬木材事業協同組合　代表理事、
対馬木材業組合　組合長、
㈱エネルギーエージェンシーつしま　取締役

松本
マツ モト

　辰也
タ ツ ヤ

11
佐伯林業、
対馬木材業組合　理事 佐伯

サ イ キ

　淳
ジュン

12 北村薪製造　代表 桑江
ク ワ エ

　良
リョ ウ

13
対馬市しいたけ生産部会 中対馬支部　副支部長、
林業普及指導協力員 波田

ハ ダ

　裕一郎
ユウイ チロウ

14 （一社）対馬ＣＡＰＰＡ　理事 末永
スエナガ

　通
ミ チ

尚
ナオ

15
環境省 九州地方環境事務所 対馬自然保護官事務所
首席自然保護官 柴原

シバハラ

　崇
タカ シ

16 公募による市民 （一社）ＭＩＴ　代表理事 吉野
ヨ シ ノ

　元
ハジメ

17
その他市長が適当と
認める者

対馬市漁業協同組合長会　会長 宮﨑
ミヤザキ

　義則
ヨ シ ノ リ

18 しまづくり推進部　部長 伊賀
イ ガ

　敏治
トシハル

19 市民生活部　部長 村井
ム ラ イ

　英哉
ヒ デ ヤ

20 農林水産部　部長 黒岩
クロイ ワ

　慶
ヨ シ

有
ナ リ

※◎は会長、○は副会長。対馬市森林づくり条例施行規則第３条により委員20人以内。区分は同条に基づく。

アドバイザー（森林づくり
に関する知識や経験を有
する者）

林業行政関係者

森林所有者、森林組合及
び林業・木材産業等の従
事者

環境保護団体等関係者

対馬市行政
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